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本日の卓話

理事会報告

1．忘年家族会（12/16日）では91,953円の黒字となっ

たとの収支報告。

2．創立 25 周年記念事業（3/16 日）の進捗準備につ

いての説明あり。

3．新世代会議（5/21 日）の打ち合わせ状況につい

ての報告あり。

「替わり目」三遊亭歌る多師匠

次回の卓話（1月 20日）

「甦る赤レンガ駅舎」

新年初例会「替り目」

「環境に優しい地球を目指して
～パソコン・ＯＡ機器の無料回収を通じた

エコ・リサイクル活動」

高橋　大介　様代表取締役

㈱パソコンファーム

紹介者　小野澤亮介会員

川口　勝彦　会員

三遊亭歌る多  師匠

紹介者　渡辺新吉会員

1月 6日　第 1164回例会報告

会長報告

1．本日配布されました、ロータリーの友 1 月号　

25 ページに昨年度開催致しました、「第 3 回　東

京ドーム少年野球大会」の寄稿文が掲載されて

おります。

是非とも、ご一読をお願いいたします。

2．昨年 8 月に開催しました「第 3 回東京ドーム少

年野球大会」に参加しました「いわき市選抜」チー

ムより、感謝状をいただきましたのでご報告い

4．上野ＲＣとの合同例会（5/21 日）の説明あり。

5．新規米山奨学生の受入れについては被選理事会

に委ねる。

「第 3回東京ドーム少年野球大会」参加チーム
『いわき市選抜』より感謝状をお送りいただきました。

東京本郷ロータリークラブ週報



ニコニコＢＯＸ

＊服部支朗様（東京荒川 RC）

新年おめでとうございます。昨年は大変お世話に

なりました。本年もよろしくお願い致します。

＊加藤利雄会員

謹賀新年。

＊櫟本健夫会員

お誕生日祝いありがとうございます。お正月で 51

歳となりました。本年もあと半年幹事のお仕事が

ございます。忍耐と寛容の精神で頑張りたいと思

います。みなさま、よろしくお願い致します。

＊靍岡秀郎会員

あけましておめでとうございます。本年もどうぞ

よろしくお願い致します。

＊新里時夫会員

新年おめでとうございます。今年もよろしくお願

いします。幹事の了解を得て卓上カレンダーを

メールボックスに入れましたのでご利用下さい。

＊澤部利藏会員

本年も宜しくお願い申し上げます。今日は妻の誕

生日でした。うっかりしておりました。いつもあ

りがとうございます。

＊秋本康彦会員

新年お目出とうございます。

＊小林佳俊会員

本日、早退させていただきます。

「職場体験発表会」参加のお願い

日頃よりクラブ活動にご協力を賜り、感謝申し上

げます。

さて、文京区教育委員会主催、東京本郷ロータリー

クラブ共催による「文京区中学生職場体験発表会」

が下記の通り開催されます。お忙しいところを恐縮

ではございますが、発表会へのご参加ご協力をよろ

しくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　記

日　時：2016 年 2 月 5 日（金）14：00 ～ 16：00

場　所：文京区シビックセンター　小ホール

内　容：＊代表校からの実践発表

（予定）　＊職場体験受入事業所からの発表

＊生徒代表による意見交換

以上

ニコニコＢＯＸ	 26,000円

累　　計	 687,853円

出 席

会員数：51名　欠席出席免除者：4名　出席数：36名

欠席数：11名　出席率：76.60％

12月 9日修正後出席率：80.85％

ヴィジター：1名

クラブゲスト：三遊亭歌る多様（卓話講師 )

	 馬　紅梅さん（米山奨学生）

幹事報告

1．1 月のロータリーレートは 1 ドル＝ 120 円となり

ます。

2．第 5 回　日台ロータリー親善会議のご案内が届

きました。

日　時：6月 5日　13：00 ～（日）

会　場：石川県立音楽堂コンサートホール

プログラムや登録についての詳細はクラブ事務

局へお問い合わせ下さい。全ロータリアンが出

席できます。ご検討下さい。

3．心の東京革命協会　会報 44 号を各テーブルに配

布をいたしました。

また、「第 52 回インターアクト年次大会」報告

書 並びに 国際基督教大学　学報を回覧いたし

ます。

4．「第２回北分区研修会のご案内」が届きました。

入会 5 年未満のロータリアンが対象ではありま

すが、ロータリーを改めて学びなおしたい方な

ど、全ロータリアンが参加できます。東京みな

と RC 所属の一般社団法人ロータリーの友事務所

所長　渡辺誠二氏の講演もございます。

日　時：2016 年 3月 8日（火）　15：00～ 16：40

場　所：ホテルラングウッド

詳細並びに参加返信については、クラブ事務局

へお問い合わせ下さい。

5．本日の例会終了後に写真室にて記念写真を撮影

いたします。新年、お忙しいとは存じますが写

真室への移動をお願いいたします。

米山奨学生　馬　紅梅さんへ救世軍
司令官　勝地次郎様（東京 RC）からの贈り物を贈呈

たします。

3．救世軍司令官でもある東京ロータリークラブ会

員　勝次次郎氏から馬　紅梅さんへプレゼント

が届いております。

澤部カウンセラーより、馬さんへお渡しいただ

きたいと思います。

「ロータリアンの“フードファイト” 
- 米国での食料支援プロジェクト」

ロータリー・ニュース：2015 年 12月 23日 

日本を含むどの国でも、食べるものがなくて困っ

ている人たちがいます。空腹に苦しみ抜いた挙句、



本日の例会にて、

ロータリー財団寄付	 1 名	 20,000 円
米山特別寄付	 0 名	 0 円

のご寄付をいただきました。
ありがとうございました。

初例会　記念写真

命を落とす子どもたちのニュースを聞くたびに、自

分に何ができるかと考える方もいるでしょう。以下

の記事は、米国ミズーリ州のロータリー会員によっ

て行われた奉仕プロジェクトに関するものです。

「食事会」から「食料提供」へ食べ物がなくて困っ

ている人はアメリカにも大勢おり、ミズーリ州の一

部地域に限ると、その数は 6人に 1人となります（食

糧バンク調べ）。そこで、ロータリー会員のスティー

ブ・デュールさんはある提案をしました。地元ロー

タリー地区のガバナー就任を控え、通例の食事会で

はなく、食糧バンクへの支援を地区会員にお願いし

たのです。その結果、会員だけでなく、ローターア

クターや地元住民が競って支援を寄せる”フード

ファイト”となり、保存食 4,500 キログラム以上と

寄付 19,000 ドルを集める大成功プロジェクトとな

りました。中でも際立った活躍をしたのは、ジェ

ファーソンシティーのロータリー会員です。土曜日

にスーパーマーケットの外で買い物客に協力をお願

いし、約 1,130 キログラム分の保存食品を集めまし

た。コロンビア市の会員も多くの時間をボランティ

ア活動に捧げ、2,000 ドル以上を寄付したクラブも

複数ありました。また、ローターアクトクラブ会員

の参加も大きな力となりました。

さらに、地域住民と力を合わせて約 2,270 キログ

ラムものライスクリスピー（アメリカ伝統のシリア

ル菓子）の梱包作業に参加。はしごに登ったボラン

ティアが幅 4.6 メートルの箱からシャベルでシリア

ルを大きな容器に移し、それをプラスチック容器に

小分けする作業では、参加者全員が息を合わせる必

要があります。奉仕を大切にするロータリーを象徴

する活動で新年度をスタートしたかったとデュール

さん。この初の試みを通じて会員の結束も強まった

と話します。実際、地区内 49 クラブ中、36 クラブ

が参加しました。クラブ会長のラリー・プライスさ

ん（マウンテンビュー・ロータリークラブ）は、「自

分の町に食糧バンクの世話になっている人がこんな

にいるとは知らなかった」と語り、思い出に残る経

験になったと振り返ります。「食料を受け取った方々

も、とても感謝していました」

常識を覆すガバナー就任式デュールさんのガバ

ナー就任式は、実にユニークなものでした。場所は

食糧バンク、時間は作業合間の休憩タイム。豪華な

食事はなく、参加者はショートパンツというラフな

格好での”式典”となりました。しかし、これこそ、

デュールさんが思い描いていた就任式でした。「汗

水流して取り組んでこそ奉仕といえます。気分も爽

快になりますよ。これをきっかけに、クラブは今後

も食糧バンクを支えてくれるでしょう」食べ物のな

い人たちを助ける会員たちの活動は始まったばかり。

今後の展開に期待が高まります。


